
Ｒ5年度

当初予算額 増減額

120億2000 1億9000

9億3850 ▲7550

3億8790 1 ,400

18億6790 ▲7100

保 険 事 業 勘 定 18億5100 ▲7100

介護ｻｰﾋﾞｽ事業 勘定 1690 0

▲3億8530

4170 430

2億1780 ▲890

▲10

1320 990

34億6700 ▲5億1260

4億9379 ▲1億2901

資本的支出 3138 ▲2億6852

収益的支出 4億6241 13億951

159億8079 ▲4億5161

39億6079 ▲6億4161

内
訳

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

前年度比較
単位：万円（四捨五入）

会　計　名

令和5年度予算会計別総括表

令
和
５
年
度
当
初
予
算
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
の
合
計
額
は
１
５
９

億
８
０
７
９
万
円
で
前
年
度

対
比
４
億
５
１
６
１
万
円
の

減
額
予
算
（
▲
２
．
７
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
表
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は
１
２
０
億
２

千
万
円
で
前
年
度
比
１
億
９

千
万
円
増
（
１
．
６
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は

３５
億
７
５
５

万
円
、
収
入
総
額
の

３０
％
で

前
年
度
よ
り
１
．
０
％
減
と
な

り
ま
し
た
。

町
税
や
そ
の
他
の
収
入
の

額
は
増
え
て
い
ま
す
が
基
金

か
ら
の
繰
入
金
額
が
減
少
し

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

依
存
財
源

地
方
交
付
税

と
い
う
国
か
ら
頂
く
お
金
は
、

５０
億
円
（
総
額
の

４１
．
６
％
）

で
昨
年
実
績
を
踏
ま
え
特
別

交
付
税
な
ど
１
億
７
千
万
円

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
費
の
減

や
災
害
復
旧
完
了
な
ど
で

国
・
県
支
出
金
も
か
な
り
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
病
院
建
設
も

完
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
事

業
な
ど
の
増
加
に
よ
り
借
入

予
定
額
が

１４
億
５
７
２
０
万

円
と
２
億
１
７
０
０
万
増
加

（

１７
．
６
％
増
）
し
、
依
存

財
源
は

８５
億
１
２
４
５
万
円

増
（
２
．
７
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

本
年
度
の
借
金
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
、
災
害
普
及
事

業
債
や
過
疎
債
の
償
還
で
１

億
４
３
９
６
万
円
減
の
１
２

億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。令

和
５
年
度
当
初
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
１
６

億
９
千
万
円
で
前
年
度
よ
り

４
億
円
増
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
令
和
５
年
度
末
の
地

方
債
（
借
金
）
残
高
の
総
額
は

１
４
１
億
７
千
万
円
と
な
り

前
年
度
よ
り
３
億
５
千
万
円

程
度
の
増
と
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
令
和
３
年
度
末
の
町

民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
１
４
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

人
口
減
が
残
高
の
多
い
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
令和５年４月１０日 ＮＯ６７

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

令和５年度

当初予算



（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 ▲ 40 7866 印刷製本費▲40

総務費 ▲ 5509 29億7032
一般管理▲1086、かがやきネット管理▲200、財務管理▲463、庁舎管理▲250、
普通財産管理▲1086、定住促進▲490、ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｧﾝﾄﾞ▲450、企業誘致▲.239、
地産地防▲160、生活交通確保▲1077

民生費 ▲ 4277 21億6149
国保会計操出396、子育て世帯支援▲700、介護保険操出▲457、後期高齢者会

計操出▲1414、放課後児童施設管理▲224、保育所運営▲635

衛生費 ▲ 7675 16億4651
予防接種▲2490、母子保健▲224、成人保健▲515、飲料水確保50、やすらぎ苑
100、病院会計補助▲3289、次期ごみ対策▲835、し尿処理車両▲246

農林水産費 ▲ 9031 7億7249
農業委員会▲253、新規就農者支援▲251、中山間直接支払▲111、有害鳥獣▲
984、地域営農支援▲570、多面的機能支払▲570、農産物販売促進▲943、農

業振興▲1427、畜産安定▲123、農道維持▲258、林業プロジェクト▲1284

商工費 ▲ 46 3億1828 自然公園管理30、観光事業▲30、観光団体補助▲46

土木費 ▲ 5371 8億1012
宅地耐震化229、長寿命化▲859、橋梁トンネル補修▲1001、町道改良▲230、
単独町費町道整備▲3470

消防費 ▲ 885 4億2908 日常備消防▲350、消防水利補修▲140、消防設備▲235、防災対策▲100

教育費 ▲ 1558 9億3801
小中高支援▲196、英語推進▲160、小・中学校給食管理▲514、成人式▲35、
団体育成▲30、社会教育施設管理▲480、放課後子供P▲50

災害復旧費 ▲ 1億0010 4億2111
現年発生農地復旧810、過年度農地復旧▲8191、過年度発生林道▲441、現年
発生道路橋梁▲1388、過年度（令和３年度）発生道路橋梁復旧▲800

公債費 ▲ 1839 14億1487 長期債元金償還▲217、長期債利子償還▲1076、一時借入金利子▲546

諸支出金 3億1349 6億7507

財調基金積立196、保健医療福祉基金積立158、かがやきネット管理基金積立

5362、公共施設管理基金積立1億2009、産業振興基金積立1億338、企業立地基
金積立2995、若者定住応援基金積立59

予備費 4000

合　計 ▲ 1億4892 126億7601
（歳入）町税6377、消費税交付金1619、地方交付税4億867、使用料手数料626、
国庫支出金▲7664、県支出金3522、財産収入1071、寄付金170、繰入金▲5億
6177、繰越金4761、諸収入3365、町債▲1億2790

　　　　令和５年３月一般会計補正予算（令和４年度３月分）

組織改正新旧対照表

企業団へ職員派遣

（管理職　１名、職員　４名）
環境衛生課 上下水道係 企業団 神石高原事務所 水道係

環境衛生係 健康衛生課 衛生係
エコ対策、公衆衛生、基地、
狂犬病予防、廃棄物、集落排水、
し尿処理、動物愛護など

保健福祉課
（福祉事務所）

健康係 健康係
成人保健、検診・健康増進、
障害者保健、予防接種（高齢者）、
感染症、病院事業など

病院医療係
福祉課

（福祉事務所）
医療係

国民健康保険、後期高齢者医療、

福祉医療など

障害者生活
福祉係

障害者生活
福祉係

障害者福祉、精神保健福祉、
社会福祉、生活保護、母子寡婦福
祉、DVなど

高齢者福祉係 高齢者福祉係
高齢者福祉、地域包括支援センター、
介護予防、高齢者総合相談、介護連
携支援センターなど

介護保険係 介護保険係 介護保険

企業団は別組

新設

課名変更

課名変更

課名変更

組織改正新旧対照表

企業団へ職員派遣

（管理職　１名、職員　４名）
環境衛生課 上下水道係 企業団 神石高原事務所 水道係

環境衛生係 健康衛生課 衛生係
エコ対策、公衆衛生、基地、
狂犬病予防、廃棄物、集落排水、
し尿処理、動物愛護など

保健福祉課
（福祉事務所）

健康係 健康係
成人保健、検診・健康増進、
障害者保健、予防接種（高齢者）、
感染症、病院事業など

病院医療係
福祉課

（福祉事務所）
医療係

国民健康保険、後期高齢者医療、

福祉医療など

障害者生活
福祉係

障害者生活
福祉係

障害者福祉、精神保健福祉、
社会福祉、生活保護、母子寡婦福
祉、DVなど

高齢者福祉係 高齢者福祉係
高齢者福祉、地域包括支援センター、
介護予防、高齢者総合相談、介護連
携支援センターなど

介護保険係 介護保険係 介護保険

企業団は別組

新設

課名変更

課名変更

課名変更

R5.3月補正 R5. 3月補正後予算 摘要

▲1億4892 126億7601

2273 10億4421 財調基金積立2267

▲1604 3億6231 広域連合負担金▲1604

1478 20億0841 基金積立3172、委託料▲59

保 険 事 業 勘 定 1533 19億9,334

介護ｻｰﾋﾞｽ事業 勘定 ▲55 1 ,508

313 4億1884 負担金313

4605

▲50 2億5091 調査委託料▲50

330

10

2410 41億3413

▲2271 6億6176
固定資産購入▲1900、委託料

▲1300、減価償却2319

▲1億4753 174億7189

令和４年度予算会計別総括表

単位：万円（四捨五入）

令和４年度
会　計　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
Ｒ
５
年
３
月
）
は
、
表
の
と

お
り
で
、
事
業
費
の
確
定
、
精
算
見
込
に
よ
る
減
額
補
正

が
主
な
も
の
で
す
。

《
主
な
増
額
補
正
》

〇
生
活
交
通
確
保
負
担
金
補
助

 
 

中
国
バ
ス
運
賃
収
入
減
分
補
助
１
３
５
万
円

〇
障
害
者
介
護
給
付
・
訓
練
給
付

３
１
４
万
円

〇
町
道
上
組
城
江
線
整
備 

 
 

 

８
０
４
万
円

○
産
業
振
興
事
業
基
金
積
立 

 

１
億
３
３
８
万
円

令
和
５
年
度
主
な
新
規
・
拡
充
事
業

○
ト
マ
ト
関
連
支
援

３
７
７
０
万
円

○
ぶ
ど
う
関
連
支
援

１
０
８
３
万
円

○
こ
ど
も
食
堂
（
町
内
実
施
）

２
８
３
万
円

○
油
木
百
彩
館
整
備

８
７
４
万
円

○
知
的
資
産
報
告
書
作
成

４
７
０
万
円

○
地
域
計
画
（
目
標
地
図
作
成
）
１
７
４
万
円

主
な
繰
り
越
し
事
業
（
単
位
万
円
）

◇

２０
％
増
高
原
通
貨
発
行
１
７
０
０

◇
旧
井
関
小
学
校
解
体

２
１
４
５

◇
１
８
２
Ｓ
Ｔ
ト
イ
レ
改
修

５
３
５
５

◇
病
院
施
設
改
修
（
凍
結
）
６
０
８
３

◇
町
道
上
組
城
江
線
改
修
４
０
９
０

◇
町
道
黒
木
桑
木
線
改
修
２
６
７
６

◇
シ
ル
ト
ピ
ア
油
木
整
備
７
５
５
３



条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
企
業
会
計

に
移
行
す
る
た
め
「
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
」
を
廃
止
す
る
。
（
表
を
参
照
）

○
消
防
団
員
の
定
員
・
任
免
服
務
規
程
条
例

の
一
部
改
正

人
口
動
向
に
合
わ
せ
定
員
を
見
直
す
。

※
６
８
０
人
→
６
１
０
人

○
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
、
中
低
所
得

層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
。

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

 
 

＊
提
案
分
全
て
継
続

４２
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

※
任
期

委
嘱
日
か
ら
３
年

・
氏

名 
 

小
坂

依
文

氏

住

所 
 

油
木
６
７
３
４-

１

教
育
長
の
任
命
同
意

※
任
期
（
残
任
期
間
）
１
年

・
氏

名 
 

政
宗

賢
治

氏

住

所 
 

阿
下
１
１
７
０

現
教
育
長

馬
屋
原
健
治
氏
が
令
和

５
年
３
月

３１
日
に
辞
職
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
正
宗
賢
治
氏
を
任
命
す
る
事
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、
全
員
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

職
員
研
修
費

木
野
山

主
な
職
員
の
、
延
べ
で

年
間
３
０
０
名
、
月
１
回
の
研
修

と
な
れ
ば
、
機
会
原
価
も
相
当
と

な
る
。

成
果
の
把
握
・
検
証
は
。

瀬
尾
総
務
課
長

町
の
人
事
評
価

を
基
に
一
定
の
検
証
を
行
う
。
今
後

の
状
況
を
見
て
制
度
設
計
す
る
。

生
活
交
通
確
保
事
業

木
野
山

本
庁
舎
前
を
通
過
す
る

町
営
バ
ス
の
運
行
は
出
来
な
い

か
。

瀬
尾
総
務
課
長

利
用
が
少
な
く

費
用
対
効
果
、
財
源
な
ど
総
合
的

に
判
断
す
る
と
難
し
い
状
況
だ
。

神
石
高
原
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド

運
営
事
業

木
野
山

財
団
へ
の
貸
付
と
そ

の
時
期
は
、
誰
が
い
つ
判
断
す
る

の
か
。

池
田
政
策
企
画
課
長

財
団
の
資

金
状
況
を
基
に
、
必
要
な
時
期
に
、

町
長
が
判
断
し
ま
す
。

知
的
資
産
経
営
報
告
書
作
成
業
務

木
野
山

報
告
書
を
公
開
す
る
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
何
処
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。
公
開
媒
体
は
。

最
初
は
プ
レ
ス
発
表
が
有
効
と

思
う
が
ど
う
か
。

池
田
政
策
企
画
課
長

自
治
体
版

の
報
告
書
な
の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
町

民
や
関
係
人
口
と
な
る
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
、
国

の
各
事
業
媒
体
を
考
え
て
い
る
。

デ
ー
タ
連
携
活
用
等

調
査
研
究
事
業

木
野
山

活
用
す
る
国
の
特
別
交

付
金
メ
ニ
ュ
ー
は
。
単
年
度
で
予
算

計
上
す
る
理
由
は
。

高
石
未
来
創
造
課
長

事
業
費
の
７

割
が
総
務
省
特
別
交
付
税
措
置
と

な
っ
て
い
る
。
３
年
間
交
付
を
受
け
る

が
３
年
の
中
で
見
直
し
な
が
ら
実
施

す
る
も
の
で
、
実
施
内
容
や
委
託
先

は
単
年
度
で
判
断
し
決
定
す
る
。

油
木
百
彩
館
の
管
理
運
営

木

野

山

①

施

設

は

、

㈱

R
-B

A
S

E

に
無
償
貸
付
（
ト
イ
レ

以
外
は
３
年
間
指
定
管
理
）

②
令
和
５
年
度
総
工
費
５
３
０
０

万
円
で
施
設
改
良
を
実
施
す
る
。

③
施
設
改
修
後
は
㈱R

-B
A

S
E

が
独
自
運
営
。
と
な
る
の
か
。

豊
田
産
業
課
長

維
持
管
理
は
指

定
管
理
制
度
を
活
用
。
開
始
３
年

間
は
管
理
料
を
支
払
う
が
、
以
降

は
独
立
採
算
を
検
討
す
る
。
ト
イ
レ

は
引
継
ぐ
。

改
修
は
令
和
５
年
度
設
計
業
務
、

そ
の
後
本
体
工
事
に
移
行
す
る
。

改
修
後
、
指
定
管
理
者
を
選
定
し

維
持
管
理
を
委
託
す
る
。

新
年
度
予
算
の
編
集
中
に
新
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
図
を

見
て
く
だ
さ
い
。
青
線
が
自
主
財

源
で
赤
線
が
義
務
的
経
費
で
す
。

あ
く
ま
で
予
算
で
す
。
比
率
な

の
で
数
字
の
マ
ジ
ッ
ク
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
昨
年

か
ら
自
主
財
源
が
義
務
的
経
費

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
事
実
で
す
。
財
務
分

析
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さくらが満開となりました



  

木
野
山

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及

と
関
係
人
口
の
広
が
り
が
組
み
合

わ
さ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
に
イ
メ

ー
ジ
す
べ
き
か
。

Ａ

町
長

本
町
の
魅
力
や
資
源
、
特
色
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
情
報
発
信

し
、
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
事

で
地
域
に
人
々
の
多
様
な
関
係
性

が
生
ま
れ
町
が
賑
わ
う
イ
メ
ー

ジ
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
今
後
の
取
り
組
み

木
野
山

コ
ロ
ナ
対
策
は
歩
み
を

止
め
る
事
な
く
職
責
を
担
う
と
あ

る
が
支
援
策
は
継
続
す
る
の
か
。

Ａ

町
長

経
営
継
続
の
課
題
な
ど
危
機
感

を
持
時
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

を
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
行

う
と
い
う
趣
旨
だ
。

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

木
野
山

農
業
に
於
け
る
長
期
的

対
策
と
ト
マ
ト
・
ぶ
ど
う
・
神
石

牛
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ

町
長

農
業
対
策
は
、
将
来
に
向
け
て

の
方
向
性
を
農
業
振
興
協
議
会
の

意
見
や
議
論
を
伺
い
進
め
る
。

ト
マ
ト
は
、
既
存
農
家
の
生
産
・

規
模
拡
大
を
図
る
。

ぶ
ど
う
は
研
修
制
度
の
支
援
と
就

農
地
の
整
備
を
行
う
。

神
石
牛
は
生
産
拡
大
支
援
と
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を

入
れ
る
。

商
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

Ａ

町
長

商
工
振
興
に
お
い
て
、
燃
料
な

ど
の
高
騰
対
策
は
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
必
要
な
対
策
を
検
討
し
た

い
。

有
害
鳥
獣
対
策

Ａ

町
長

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
民
間
の
ジ

ビ
エ
処
理
工
場
も
完
成
し
、
埋
没

処
理
の
負
担
軽
減
や
搬
入
方
法
の

認
知
な
ど
業
者
と
連
携
し
、
進
め

る
。

堆
肥
化
処
理
は
行
わ
な
い
。

観
光
振
興(

民
泊
の
取
り
組
み)

木
野
山

民
泊
は
申
し
込
み
が
多
い
と
聞

い
た
。
受
け
入
れ
態
勢
は
。
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が
重
要

と
思
う
が
。

Ａ

町
長

田
舎
体
験
民
泊
は
受
入
調
整
を

進
め
て
い
る
。

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
主
体
で
や
っ

て
頂
く
と
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

る
。

新
し
く
取
り
組
む

子
育
て
支
援
事
業
は

木
野
山

「
子
ど
も
食
堂
」「
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
」
事
業
は

国
の
事
業
と
関
連
が
有
る
の
か
。

Ａ

町
長

子
ど
も
食
堂
」
は
国
が
子
供
の

貧
困
対
策
と
し
て
、
「
相
談
支
援
」

事
業
は
国
の
新
た
な
子
育
て
家
庭

支
援
の
基
盤
整
備
支
援
事
業
で
、

そ
れ
ぞ
れ
３
／
４
の
補
助
率
で
行

う
。

文
化
財
・
文
化
資
源
の
保
存

木
野
山

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
文
化
財
・
文
化
資
源
の
ア
ー

カ
イ
ブ
の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況

は
。

Ａ

町
長

初
年
度
で
巫
女
舞
や
神
社
の
３

Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年

度
中
に
成
果
の
報
告
を
受
け
る
。

海
外
交
流
事
業
の

新
し
い
取
り
組
み

木
野
山

海
外
交
流
事
業
を
今
後

は
ア
ジ
ア
地
域
で
進
め
る
と
あ
る

が,

候
補
国
は
。
日
本
の
歴
史
、
良

さ
を
知
っ
た
上
で
研
修
を
望
む
。

Ａ

町
長

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
研
修

は
、
人
数
の
制
約
、
費
用
面
、
日

国の行政機関

独立行政法人

など

地方公共団体

民間事業者

行政機関個人情

報保護法c

独立行政法人等

個人情報保護法

個人情報保護条

例

個人情報保護法

総務省

地方公共

団体

個人情報保

護委員会

国の行政機関

独立行政法人

など

地方公共団体

民間事業者

個人

情報

保護

法

個人

情報

保護

委員

会

団体 法令 所管 団体 法令 所管

現行 改正後

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
関
係
人
口
の

広
が
り

数
面
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
ア
ジ

ア
圏
の
研
修
に
よ
り
海
外
研
修
体
験

の
機
会
を
増
や
し
た
い
。

決
定
さ
れ
れ
ば
ど
の
国
で
も
支
援

し
ま
す
。

町
個
人
情
報
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

《

目
的
》

〇
社
会
全
体
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

〇
個
人
情
報
保
護
と
デ
ー
タ
流
通
の
保
護
強
化

◇
新
法
に
一
元
化
さ
れ
、
所
管
も
統
一
し
た


